
VLP取組概要 VLPの導入/活用までのステップ
① 教育センター内での検討(〜8月)
対象児童・生徒の範囲などの決定、VLPに関わる
職員の役割分担、タブレットの操作確認など。

② SSW、教育相談員への周知（6月）
③学校向け説明の実施(7月）
定例校園長会でVLPについて説明した。

④運用開始／アカウントの配布開始(9月)
⑤ 学校向け説明の実施（9月）
副校園長会、生活指導主任連絡会でVLPについ
て説明した。

⑥学校、都SC向け説明の実施（10月）
不登校対策連絡会でVLPについて説明した。
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活用方針・導入/活用までのステップ

●中央区

VLP活用のねらい
 不登校、あるいはその傾向のある児童・生徒に対
して、仮想空間を活用した居場所と学習の機会
を確保する。

対象生徒・児童
 中央区立学校に在籍している児童・生徒で、在
籍する学校、適応教室やフリースクール等に通って
いない、または通学が断続的になっている児童・
生徒

運営時間
 月曜日から金曜日の午後1時から5時まで
活用方法
 仮想空間においてアバター同士でミュニケーションを
図ることで、児童・生徒が安心できる居場所を提
供する。

 デキタスを活用して学習支援を行うことで、学びの
場を提供する。

適
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活動・取組み内容

●中央区

活動・取組み内容

【導入前】
 VLP内での対応は適応教室の職員が担うため、曜日と時間帯ごとの担
当を決めた。

 VLP空間内で支援員の方の協力を得て操作方法等の練習を行った。
【導入初期】
 9月から運用を開始した。当初、アカウント申請は9月に2名、10月に1名
と少なく、1名の生徒から「音がないと寂しい」という訴えがあったため、職
員はボイスチャット、生徒はテキストチャットでやり取りしていた。【画像①】

 適応教室の体験活動時に作成した作品の写真をVLP空間内に掲示し、
つながりを感じられるよう意識した。【画像②】

【運用期】
 アカウントを配布した後に入室した児童・生徒は６名いたが、継続的に入
室している生徒1名を除いては、入室回数が1〜5回と少ない。これまで、
児童・生徒が2名同時にログインしていたのは1回、児童・生徒同士でのコ
ミュニケーションは1度もない。

 継続して入室している生徒は、11月からデキタスでの学習が中心となり、
職員とのコミュニケーションは挨拶程度となった。【画像③】

 Canva AIを使ってゲームを作成して掲示することで、ゲームを楽しみ、コミュ
ニケーションのきっかけ作りにしたいと考えた。【画像④】

 12月〜週2回、VLP内での支援を行うボランティアを受け入れた。

【画像①】

【画像②】

【画像③】

【画像④】
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●中央区

児童・
生徒

• デキタスを使って、小1〜中3までの学習に取
り組むことができ、誰かに何かを言われたり、
止められたりしないのがいい。

• 焦って早起きをしなくていいので、午後1時か
ら開室するのがありがたい。

• 空間内に大人しかいないので、子どもとも
会ってみたい。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 継続して入室している生徒は1名だけであるが、SSWも本人とは
会ったことがなく、対面での支援には難しさがあることを鑑みると
成果があったと考える。

 入室する日数も徐々に増え、デキタスを活用して学習する時間
も長くなってきている。

 学校の教職員が、VLPへの入室を通じて、本人の学習の状況
や好きなことを知ることができ、アプローチの参考となる情報を得
ることができた。

 アカウントを配布する対象者を拡大する。
⇒適応教室に通室している一部の生徒にもアカウントを配布する。

 学校への周知を更に行う。実際を知ってもらい、VLPに関する教
職員の心配を払しょくする。また、学校にもアカウントを配布し、
児童生徒とVLP空間内で関われるようにする。

 継続的な入室につながるよう、児童生徒が興味をもち、また入
室したいと思うようなVLP空間を作る。児童・生徒同士のコミュ
ニケーションの場を作る。

利用者の声

• 本人から、パソコンの動作が重いと聞いてい
る。動画がスムーズに見られないようだ。

• 現状では本人からの申告でしか分からないた
め、本人がVLPに入室したことを保護者も把
握できるといいと思う。
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●中央区

【VLP利用までの流れ】 【アカウント配布時に同封している案内】


